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  ③　主要な構成事業の進捗状況
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平成２６年度　行政評価　　施策カルテ

施策指標

施策名 総合計画記載頁

施策目標 市民が主体的に自分に合ったスポーツに取り組んでいます。

政策の柱 Ⅱ　市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために
政策名

（基本施策名）
１１　生涯にわたるスポーツ活動を促進する

施策主管課１　スポーツ活動環境の充実

人材や団体，自然などの地域資源が活かされながら，市民それぞれの目的に応じた自主的・継続
的なスポーツ活動が活発化し，暮らしの中にスポーツがより深く浸透しています。

政策の達成目標
（基本施策目標）

117ページスポーツ振興課

概ね順調

総
合
評
価

79点

市民満足度

・東京オリンピック・パラリンピックの開催決定や国民体育大会の栃木県開催が内定したこと，プロスポーツチームの活躍，健康志向の高まりなどに伴い，スポーツ活動実施率が向上するなど，市民のスポーツに関する意識が高まった。

・ソチオリンピックの開催や，東京オリンピック・パラリンピックの開催決定などにより，市民のスポーツに対する意識
が高まった。一方で宇都宮市体育館の改修により，活動の場が制限されたことなどから，昨年同様の水準となった
と思われる。

施策を取り
巻く環境等

・スポーツ活動の機会や場など，活動環境を整え提供するとともに，ソチオリンピックの開催などの国際的なス
ポーツイベントが開催されたことなどにより，市民のスポーツに取り組む意欲・関心が高揚し，指標の上昇がみら
れた。
・地域スポーツクラブの周知啓発と新規設立支援，既存クラブの安定的な運営支援に取り組んだ結果，現在6クラ
ブが設立済み，2地区で設立準備委員会設立済みである。

※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について

★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの） × １００ （％）

★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの） × １００

（％）

実績値
目標値

目標値

実績値



４　今後の施策の取組方針

計画どおり 0 H21
身近な場所で気軽にスポーツに親しむ場を充実するために，スポーツ広場の整備は
有効であるため，未整備地域を中心に周知啓発等を行いながら，補助を継続する。

計画どおり 214 H8
市民のニーズを把握し，より多くの市民に参加してもらえるよう，関係団体等との連携
を密にしながら，広報紙やHPなどを通して広く市民に啓発していく。

12 スポーツ広場整備補助金
身近な地域におけるスポー
ツ活動の場の充実

・一般市民
（自治会・体育協会等
の公共的な団体）

8 冒険活動事（一般利用） 野外活動事業の充実 ・市民等

市域内のスポーツ情報を網羅し，様々なスポーツ関係者が参加・利用可能な情報受
発信の場として，スポーツ情報システム「U-sports」の周知，利活用を図る。

・子どものもりフェスティバルを
始め，11種２４事業

・教育課程に位置づけられた２
泊３日の冒険活動教室

計画どおり 17,079 H8
トップ
クラス

・スポーツ情報システム「U-
sports」の管理運営

7 冒険活動事（学校利用） 野外活動事業の充実
・市立の小学５年生お
よび中学１年生

9 スポーツ情報システム整備事業 スポーツ情報提供の充実
・一般市民
・スポーツ関係者

計画どおり

日本一
施策
事業

8,498

534,368

H14

計画どおり

事業の
進捗状況

計画どおり 126 H22

1 地域スポーツクラブ支援活動事業

市体育協会や競技団体等と連携し，市民ニーズを踏まえながら，種目の追加・廃止
を行うなど，市民が大会に参加しやすい環境を整え，参加者の増加を図り，本市競技
スポーツの振興を図っていく。

課題

〈主要事業〉
・地域スポーツクラブの育成・活動支援については，地域スポーツクラブについての説明会を強化するなど，地域の実情やニーズを捉えな
がら，地域とともに市民に身近な活動の場としての環境整備を進めるとともに，新たなクラブの設立と既存クラブの安定的な運営やさらなる
活性化に向け，継続した財政支援や側面的支援を行っていく。
・アジア最高位のジャパンカップサイクルロードレースを開催し，大会を通した国内外への幅広いＰＲによる本市のイメージアップ，地域経済
及び中心市街地の活性化を図るとともに，市民がハイレベルの競技に触れる機会を創出し，スポーツ人口の底辺拡大を図る。
・スポーツ施設等の整備については，市のスポーツ施設整備計画に基づきながら市民に利用しやすい施設となるよう，それぞれの施設の
特性や役割に応じた整備を行い，より多くの市民の施設利用を目指す。

10

地域の特性に合ったクラブの設立を進めるため，地域の実情やニーズを捉えなが
ら，設立に係る各種支援に取り組むとともに，既存クラブがスポーツ振興だけでなく，
まちづくりやいきがいづくりなどにも大きく貢献していることから，クラブの自立に向け
た支援を実施していく。

生涯にわたるスポーツ活動促進に，スポーツ施設の整備は重要な事業であることか
ら，市体育館の大規模改修をはじめ，市民ニーズや施設の老朽化等の状況を的確に
捉えながら，スポーツ施設整備計画に基づき，計画的かつ着実な改修や機能向上を
図っていく。
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マラソン大会の開催
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事業名
戦略Ｐ・
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※

事業が属する総合計画の
構成事業名

取組（何を）

〈施策全般〉
・「（仮称）スポーツ推進計画」を策定し，各種事業を展開し，市民がスポーツに取り組む意欲「スポーツごごろ」を醸成していくことで，子ども
から大人・高齢者まで市民誰もがスポーツに取り組むことができるよう，スポーツ活動環境の充実を図る。

今後の方向性

里山の自然の中で，子どもたちが主体的に体験活動に取り組み，それに伴うさまざま
な困難を克服し，感動や成功感を味わい，自らも問題を解決する能力を養うととも
に，豊かな心を育むために，新たな活動プログラム開発と活動指導者の質の向上に
取り組んでいく。

〈その他個別事業〉

4

本市における各種スポーツ・レクリエーションの普及とスポーツ人口の拡大を図るた
め，スポーツ振興財団と連携を強化し，今後も取り組んでいく。

マラソン大会は，市民の健康づくりや生きがいづくりに効果的であることから，安全性
を確保するとともに，参加者の満足度を更に高めるための大会の運営方法について
検討を行い，円滑に大会を運営する。

―

・市民が主体的に自分に合ったスポーツに取り組むためには，スポーツに取り組む機会や場を整えるための地域の実情や
ニーズを捉えた地域スポーツクラブの設立・育成や活性化，また市民ニーズ・社会状況の変化に対応したスポーツ施設等の
計画的な整備改修を進めることが課題である。
・トップレベルのスポーツに触れスポーツに取り組む意欲を醸成する機会としてのジャパンカップサイクルロードレース等の継
続開催や，新たなトップスポーツイベントの誘致等が課題である。

開始年度
事業内容

対象者・物（誰・何に）

トップ
クラス

アジア最高位のジャパンカップサイクルロードレース及び5周年を迎える中心市街地
でのクリテリウムを開催し，大会を通した国内外への幅広いＰＲによる本市のイメージ
アップ，地域経済及び中心市街地の活性化を図るとともに，市民がハイレベルの競
技に触れる機会を創出し，スポーツ人口の底辺拡大を図る。

市民が身近な場所で，より自発的にいつでも気軽にスポーツに取り組めるよう，
ニュースポーツ用具の貸出や大会の開催，情報提供などに継続して取り組む。

計画どおり

・市民等
・清原工業団地周辺道路を会場
とした「第26回宇都宮マラソン大
会」の開催

ニュースポーツの普及促進

H25
事業費

（千円）

スポーツ大会，スポーツ教室
の充実

―

H14

H4

S38

S62

87,061

643

4,502

148

・地域主体によるスポーツ広場
の設置・整備費用に関する補助

身近な地域におけるスポー
ツ活動の場の充実

スポーツ施設等の充実

計画どおり

計画どおり

計画どおり

計画どおり

○★ スポーツ施設等の整備

○★
地域スポーツクラブの育成・
活動支援

・一般市民
・市内全域がカバーできるよう，
地域スポーツクラブの設立，運
営を支援

･14競技による「第５１回宇都宮
市民スポーツ大会」（地区対抗
戦）の開催

ニュースポーツの普及 ・一般市民

・スポーツ振興課所有の各種用
具の貸出
・ファミリーバドミントン大会の開
催

市民スポーツ大会の開催
スポーツ大会，スポーツ教室
の充実

・一般市民

・ジャパンカップクリテリウム（大
通り）の開催
・ジャパンカップ本戦（森林公園
周回コース）開催

ジャパンカップサイクルロードレースの開催 ○
トップレベルのスポーツに触
れる機会の創出

・市民等

スポーツ教室の開催
スポーツ大会，スポーツ教室
の充実

・市民等

宇都宮市スポーツ振興財団は，本市スポーツの振興に大きな役割を担っていることから，補助を継続すると
ともに，今後のさらなる事業充実に向けた取組を促進していく。

「スポーツ教室」の開催（主催は
スポーツ振興財団）

・一般市民
・施設利用者

・計画に基づき，市民ニーズに
対応したスポーツ施設整備

11 宇都宮市スポーツ振興財団運営補助 計画どおり 190,903 S56
・宇都宮市スポーツ振
興財団

・市民スポーツ活動の普及，体
育施設の管理運営，そのほか
事業の実施のための補助


